
入
、
関
東
大
地
震
の
震
源
は
著
者
の
想
定
プ
ロ
ッ
タ
の
接
会
地
貼
と
見
得
る
之
と
。

若
者
は
本
稿
を
結
ぶ
に
営
A
Y
本
文
中
に
謝
意
、
を
表
し
た
る
人
々
に
針
す
る
外
岡
田
墓
長
の
懇
切
な
る
注
意
と
横
谷
魔
氏

問
順
一
氏
及
び
加
藤
倫
助
氏
が
閏
表
の
作
製
に
多
大
の
議
カ
を
奥
へ
ら
れ
し
乙
と
を
謝
す
。

〈
完
)

錘
に
依
っ
て
回
轄
す
る
地
震
計
の
ド
ラ
ム
の
回
轄
の
速
さ

が
錘
の
振
動
の
震
め
に
愛
化
す
る
事
に
就
い
て

卒ー

古
口

男

地
震
計
の
一
司
象
紙
を
忽
付
け
て
あ
る
闘
壌
は
錘
を
針
金
ぞ
吊
っ
て
其
れ
に
回
轄
を
奥
へ
る
様
に
し
℃
あ
b
ま
す
が
、
乙

の
錘
が
地
震
の
時
に
ぶ
ら
/
¥
と
振
子
の
運
動
を
す
れ
ば
国
壌
の
問
轄
に
い
と
う
影
響
す
る
か
を
計
算
し
て
見
ま
し
た
。
計

算
の
方
法
は
別
代
報
告
す
る
事
に
し
ま
し
て
、
此
庭
に
は
只
結
果
だ
け
を
掲
げ
ま
す
。
先
づ
錘
が
車
振
子
の
運
動
を
す
る

も
の
と
考
へ
て
針
金
の
張
カ
T
を
出
し
ま
す
と
次
の
式
に
な

b
ま
す
。

同，

H

B
問。。
ω
も

+-5.九百

H
B
m
(
8
ω
(
〉。。
ω
企
¥
州
内
)
+
〉
凶
ω巨
大
州
内
)

此
庭
に
は
錘
の
目
方
、

o
は
振
子
の
重
力
の
方
向
か
ら
の
振
れ
、

1
は
振
子
の
長
さ
、

4
は
振
幅
、
t
は
時
問
、
一

g
は
宣

一一一一一一一一



ニ
三
回

カ
の
加
速
度
を
表
し
ま
す
。
針
金
の
長
3
が
時
と
共
に
耕
民
る
の
を
計
算
の
中
比
入
れ
ま
す
と
、

T
は
園
場
菌
数
て
表
潰
れ

る
や
う
に
な

b
ま
す
が
、
針
金
の
延
び
る
遮
3
は
逮
〈
共
現
在
の
所
一
米
数
時
間
か
、
B
b
ま
す
か
ら
此
庭
の
許
算
に
は

総
て
上
式
を
用
び
ま
し
た
。

A
を
五
度
と
じ
ー
を
五
十
糎
、

g
を
毎
秒
毎
秒
九
百
人
十
糎
と
し
て
計
算
し
た

T
一
旬
の
償

を
次
に
一
不
し
ま
す
。

t (sec) 

0.000 

0.045 

0.079 

0.102 

0.121 

0.145 

0.180 

0.208 

0.237 

0.263 

0.286 

0.310 

0.332 

0.357 

T 
mg 

0.99619 

0.99665 

0.99736 

0.99837 

0.99917 

1.00030 

1.00202 

1.00352 

1.00477 

1.00579 

1.00660 

1.00717 

1.00751 

1.00762 

。。

0
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5

3

0

5

0

5

0

5

0

5

0
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4

4

4

4

4

3

3

2

2

1
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0
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上
の
債
に
依
b
ま
す
と
、
此
場
合
の
周
期
一
、
四
二
秒
と
な

b
ま
す
。
命
表
は
第
一
国
第
二
闘
に
就
て
参
照
し
て
見
て
下

3
い。次

に
錘
が
振
れ
な
い
場
A
口比

b-u.吋



五

1.008 

1.006 

1.000 

。

1;002 

1.000 

0.998 

0.196 
0.0 

第一間

レ乙
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/ 
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戸

1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 



第二園
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ゾ
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乙
れ
か
ら
錘
が
振
れ
た

な
る
関
係
が
あ
る
と
仮
定
し
ま
す
。
此
庭
て

a
は
常
数
、

V
は
国
場
の
問
轄
の
惑

3
と
し
ま
す
。

場
合
の
T
の
特
使
化
は
V
に
如
何
な
る
特
使
化
を
及
ぼ
す
か
を
見
ま
す
と

P

4

-

m

ぺ円

。
〈
，
H
J
M
l
山
1

と
な

b
ま
ず
。
今
普
通
の
地
震
計
代
於
げ
る
様
に
V
を
毎
分
二
糎
と
し
ま
し
て
‘
十
仰
を
求
め
ま
す
と
次
の
表
に
衣

b
ま
す
。

ot (去)
-0.1143 

-0.1005 

-0.0792 

-0.0489 

-0.0249 

+0.0090 

+0.0606 

+0.1056 

+0.1431 

+0.1739 

+0.1980 

+0.2151 

+0.2253 

+0・2286

oV(詰)
-0.0381 

-0.0335 

--..:0.0264 

-0.0163 

-0.0083 

+0.0030 

+0.0202 

+0.0352 

+0.0477 

+0.0579 

+0.0660 

+0.0717 

+0.0751 

+0.0762 

。。

2.5 

2.0 
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1.0 

0.5 

0.0 

5.0 

4.7 

4.5 

4.3 

0
9
5
θ
 

4

3

3

 

4.9 

今
迄
は
各
瞬
間
に
於
け
る
事
を
申
越
ぺ
ま
し
た
が
、
今
度
は
ム
の
様
に
色
々
に
獲
る
張
力
に
依
て
?
詑
象
紙
の
回
轄
が

錘
の
振
れ
る
一
週
期
の
声
聞
に
、
或
は
一
分
の
問
に
ど
の
位
錘
が
振
れ
な
い
場
合
と
違
ふ
か
と
い
ふ
の
を
見
る
魚
に
、

T
を

凶
河
大
山
川

B
m

一
週
期
の
問
積
分
し
た
も
の
と

と
を
比
較
し
℃
見
ま
す
と

屯
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凶
斗
・

¥
l
「

sq

4

ぬ

(
x
 

と
な

b
ま
す
。
此
庭
て
U
川
は
零
階
の
国
痔
画
数
を
示
す
も
の
と
し
ま
す
。
こ
の
式
か
ら
色
々
の
A
比
野
し
て
、
上
の
比

を
出
し
ま
す
EY--}

、
次
の
表
の
様
に
な

b
ま
す
。
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A
L
2
.
a
4
.
丘

ふ

1

a

弘

仏今
E
且

此
表
て
分
A
Y
ま
す
様
に
錘
の
振
子
運
動
に
依
っ
て
固
堵
の
回
縛
は
会
館
と
し
℃
、
速
め
ら
れ
る
事
に
な

b
ま
す
。
然
し
振

幅
を
十
度
と
し
ま
し
℃
も
、

一
分
聞
に

O
、

O
七
五
粍
約

O
、
ニ
秒
位
の
差
し
か
出
ま
せ
ん
か
広
現
在
の
地
震
計
て
は
、

此
庭
の
仮
定
に
依
る
詑
象
紙
上
の
諜
差
は
測
定
の
誤
差
以
内
に
あ
b
ま
す
か
ら
錘
の
運
動
を
補
正
す
る
必
要
は
な
い
事
に

な
b
ま
す
。
け
れ
J
Y

」
も
乙
れ
か
ら
地
震
計
の
閏
堵
の
速
度
を
今
の
十
倍
位
に
し
て
一
分
聞
に
二
入
乃
至
三
十
糎
の
割
合
て

回
特
し
ま
す
と
、
充
分
測
定
の
設
差
以
上
じ
な

b
ま
す
。
故
に
防
府
・
来
は
錘
の
運
動
を
考
慮
に
入
れ
な
く
℃
は
な
ら
な
い
が
一

目
下
そ
れ
を
考
へ
な
く
て
も
よ
い
と
い
ふ
結
果
に
な
b
ま
す
。




